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◆ 研究概要 
【目的】  
 本研究は，摂取食品によって変わるリノール酸（n-6）系とα-リノレン酸（n-3）系のバランス，および植物油に
含まれる微量因子が，過去半世紀に急増しているアレルギー過敏症，米国型癌，心疾患などに及ぼす影響を，長期

投与の結果の解析によって評価することを目的としている．本年度は，わが国で摂取されている数種の主要な食用

油に含まれる微量因子の作用と本体の解明に主点をおいた． 
【背景】  
 大豆油，高リノール酸紅花油，ゴマ油などに比べて紫蘇種子油，亜麻仁油，魚油，バター，ラードなどは脳卒中

易発症性（SHRSP）ラットの寿命を延ばす．ところが，低エルカ酸菜種油（カノーラ油），オリーブ油，高エルカ酸
菜種油，高オレイン酸紅花油，高オレイン酸ひまわり油，コーン油，月見草油，水素添加大豆油，水素添加カノー

ラ油などは，SHRSPラットの寿命を異常に短縮する．油脂を加水分解して遊離脂肪酸にすると活性は弱まり，植物
ステロール含量とは相関しないことから，トリアシルグリセロールや植物ステロール以外の微量因子が，寿命短縮

作用を示していると考えられた． 
【概要】  
 DNAマイクロアレイ解析からステロイドホルモン代謝の変化が推測された．実際，カノーラ油や水素添加大豆油
は大豆油に比べ精巣テストステロンを半減させた．またこの因子は仔に伝わり，仔の寿命を短縮させた（内分泌撹

乱作用）．一方，マイクロアレイ解析からビタミン K 依存反応への影響が推測され，水素添加大豆油中のジヒドロ
型ビタミン K1 が微量因子の一つである可能性を想定するに至った．より広範な角度から，微量因子の作用と本体
の解明を続けている． 
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